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庄内医療生協が宮城県内の全日本民医連・

医療福祉生協連への支援拠点となる 

全国からの救援物資や支援中継に奮闘中！ 
 

  

 

  

 

 

三
月
十
一
日
の
地
震
発
生
を

受
け
て
、
情
報
の
把
握
と
救
援

活
動
を
進
め
る
た
め
に
、
庄
内

医
療
生
協
本
部
に
「
災
害
対
策

本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。 

翌
十
二
日
に
、
組
織
部
の
高

橋
次
長
な
ど
３
名
が
先
遣
隊
と

し
て
出
発
。
ま
た
、
三
月
十
四

日
に
は
、
第
三
陣
が
、
福
岡
県

の
千
鳥
橋
病
院
の
医
療
班
、
富

山
医
療
生
協
の
支
援
物
資
輸
送

車
と
庄
内
医
療
生
協
で
合
流

し
、
三
台
の
支
援
車
が
一
七
時

頃
に
、
現
地
（
坂
病
院
）
を
目

指
し
て
出
発
し
ま
し
た
。 

 

医
薬
品
や
食
料
を
届
け
る 

十
二
日
夜
に
緊
急
救
援
物
資

を
積
み
第
二
陣
が
出
発
。
車
は

停
電
の
為
、
真
っ
暗
闇
で
信
号

も
点
い
て
な
い
道
路
を
ひ
た
す

ら
走
っ
た
。
途
中
何
度
も
ラ
ジ

オ
で
地
震
速
報
の
警
報
音
が
流

れ
る
。
緊
張
が
高
ま
る
が
停
車

せ
ず
に
走
行
。 

夜
の
十
一
時
に
坂
病
院
に
到

着
、
そ
の
山
向
う
の
空
が
ゆ
ら

ゆ
ら
と
赤
く
揺
ら
め
い
て
い

て
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
燃
え
て

い
る
の
が
わ
か
っ
た
。 

病
院
で
は
、
職
員
の
方
た
ち

が
ニ
ュ
ー
ス
の
画
面
に
見
入
る 

人
、
疲
れ
き
っ
て
床
に
寝
転
ぶ

人
、
不
安
そ
う
に
ロ
ビ
ー
の
長

椅
子
で
う
ず
く
ま
る
人
も
。
携

帯
の
電
波
も
通
じ
な
い
。 

自
家
発
電
の
軽
油
も
残
り
少
な

く
不
安
。
水
、
毛
布
、
カ
セ
ッ

ト
コ
ン
ロ
、
薬
品
・
・
あ
ら
ゆ

る
も
の
が
足
り
な
い
。
被
害
の 

状
況
や
規
模
を
考
え
る
と
長
期

戦
に
な
る
。
瞬
発
力
・
機
動
力

も
必
要
だ
。 

 

支
援
物
資
・
支
援
募
金

に
ご
協
力
願
い
ま
す 

現
地
で
は 

タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
・
毛
布
・ 

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
・
ボ
ン
ベ 

が
不
足
し
て
い
ま
す
。 

組
合
員
の
み
な
さ
ま
物
資

の
提
供
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

組
織
部
（
２
２
・
５
７
６
９
）

へ
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
連

絡
い
た
だ
け
ば
取
り
に
伺

い
ま
す
。 
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